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第２章「Performance Test and Analysis Based on Solid-State High Repetitive 
Frequency LTD」 (全固体高繰り返し LTD に基づいた性能評価と分析 )では、全固体 LTD
に対する詳細な性能評価を行った。主な評価項目は，出力パルス幅と制御信号との関係、
LTD 基板における信号遅延のばらつき、異なるモジュール数を持つ LTD スタックの効率
などである。本章では LTD 型パルスパワー発生器の性能改善と出力向上に関する重要な
知見を得た。  
第３章「Development of Solid-State LTD Using Silicon Carbide MOSFETs」 (SiC-
MOSFET 用いた LTD の開発 )では、LTD パフォーマンス改善の試みの一つとして，ワイ
ドバンドギャップ半導体 SiC−MOSFET をスイッチとして採用した LTD モジュールを開
発した。スイッチのオン抵抗を正確に測定するための実験回路を提案し，この回路を用い
て Si-MOSFET と SiC-MOSFET との単体性能比較を行った。また、SiC デバイスを用い
た LTD モジュール製作し，実験評価を行った結果，LTD における SiC パワー半導体のメ
リットを明らかにした。  
第４章「Solid-State LTD Using Inductive Energy Storage」 (誘導性エネルギー蓄積に
基づいた LTD 型パルスパワー発生器 )では新しいパルスパワー回路方式として，誘導性エ
ネルギー蓄積型 LTD を初めて提案し，実証実験を行なった。単一モジュールを用いた実
験では，開放スイッチ動作による出力電圧を確認し，回路効率を算出した。更に三段
LTD スタックを用いて電圧重畳の実証し，LTD としての有用性について検討した。  
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